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一　

郎

は
じ
め
に

　

十
八
世
紀
中
期
、
萩
藩
の
中
枢
役
所
で
文
書
整
理
や
記
録
作
成
業
務
を
歴
任
し
た
柿
並
市
右
衛
門
（
潜
之
）
と
い
う
藩
士
が
い
る
。

　

彼
は
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
か
ら
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
四
九
歳
で
死
去
す
る
ま
で
の
間
、
萩
藩
の
役
人
と
し
て
活
躍
し

た
が
、
そ
の
過
程
で
、
①
当
職
所
・
上
御
用
所
と
い
う
二
つ
の
中
枢
役
所
の
文
書
や
御
宝
蔵
御
什
書
の
整
理
を
担
当
、
②
総
括
型
記
録

「
国
相
府
録
」
の
作
成
と
文
書
管
理
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
当
職
所
記
録
仕
法
」
を
作
成
、
③
当
職
所
記
録
取
縮
役
に
就
任
、
④
七
代

藩
主
重
就
が
新
設
し
た
江
戸
御
国
大
記
録
方
に
就
任
、
な
ど
の
経
歴
を
も
つ
。
柿
並
以
前
に
も
当
職
所
で
の
文
書
整
理
や
総
括
型
記
録
の

作
成
業
務
を
担
当
し
た
人
物
は
い
る
が
、
藩
中
枢
役
所
で
の
文
書
整
理
、
記
録
作
成
業
務
を
歴
任
し
、
さ
ら
に
は
総
括
型
記
録
作
成
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
る
と
い
っ
た
経
歴
を
も
つ
の
は
彼
だ
け
で
あ
る
。
十
八
世
紀
萩
藩
の
文
書
管
理
や
記
録
作
成
の
あ
り
方
を
考

え
る
上
で
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
存
在
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
萩
藩
の
文
書
管
理
や
記
録
作
成
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
な
か
で
、
柿
並
に
つ
い
て
断
片
的
に
触
れ
て
き
た（

（
（

。
本
稿

で
は
柿
並
市
右
衛
門
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
の
活
動
の
全
体
像
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
十
八
世
紀
萩
藩
の
文
書
管
理
と
そ
う
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六
八

し
た
業
務
に
携
わ
っ
た
役
人
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
毛
利
家
文
庫
に
は
、
柿
並
市
右
衛
門
の
死
後
、
彼
の
息
子
か
ら

藩
へ
寄
贈
さ
れ
た
市
右
衛
門
の
蔵
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
藩
士
家
文
書
が
藩
に
寄
贈
さ
れ
、
以
後
藩
庁
文
書
と
一
体
と
な
っ
て
利
用
さ

れ
、
伝
来
す
る
と
い
う
興
味
深
い
文
書
伝
来
ケ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
柿
並
市
右
衛
門
に
関
す
る
検
討
は
、
毛
利
家
文
庫
と
い
う
巨
大

文
書
群
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
必
要
な
作
業
と
考
え
る（

（
（

。

一　

柿
並
以
前
に
お
け
る
当
職
所
の
動
向

　

柿
並
市
右
衛
門
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
二
六
才
の
時
、
当
職
所
の
文
書
整
理
を
命
じ
ら
れ
る
。
当
職
所
は
国
許
の
中
枢
役
所

で
あ
る
た
め
、
執
務
上
扱
う
事
柄
が
広
範
囲
に
及
び
、
処
置
の
判
断
に
は
と
り
わ
け
先
例
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
当
職
所
で
は
、
十

七
世
紀
末
以
降
、
業
務
上
必
要
な
過
去
の
文
書
を
確
実
に
残
し
、
必
要
な
時
に
必
要
な
文
書
が
利
用
で
き
る
よ
う
文
書
管
理
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
た
。
柿
並
に
文
書
整
理
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
そ
の
よ
う
な
動
き
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
柿
並
以
前
の
当
職
所

に
お
け
る
文
書
管
理
・
記
録
作
成
の
動
向
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お
く（

（
（

。

　

（
一
）
当
職
佐
世
主
殿
～
宍
道
玄
蕃
在
職
中
に
お
け
る
総
括
型
記
録
の
編
纂

　

当
職
所
で
は
、
業
務
に
必
要
な
過
去
の
情
報
を
確
実
に
残
す
た
め
、
通
常
作
成
さ
れ
る
文
書
記
録
と
は
別
に
、
総
括
型
記
録（

（
（

の
シ
リ
ー

ズ
を
編
纂
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
事
例
は
、
当
職
佐
世
主
殿
の
在
職
時
〈
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
七
月
～
宝
永
三
年
（
一

七
〇
六
）
六
月
〉
と
伝
え
る
。
作
業
は
志
道
丹
宮
（
～
宝
永
五
年
八
月
）、
宍
道
玄
蕃
（
～
正
徳
二
年
十
二
月
）
在
職
時
ま
で
続
け
ら
れ

た
が
完
結
せ
ず
、
完
成
分
も
揃
っ
て
は
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
（「
当
職
所
記
録
仕
法
」）。
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六
九

　

こ
の
記
録
編
纂
を
担
当
し
た
と
推
測
さ
れ
る
人
物
が
二
人
い
る
。
一
人
は
蔵
田
孫
右
衛
門
如
方
で
あ
る
。「
譜
録
」
に
は
彼
の
経
歴
と

し
て
、「
元
禄
十
一
年
八
月
四
日
佐
世
主
殿
殿
御
当
職
所
之
記
録
方
被
仰
付

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
十
二
年
正
月
十
四
日
迄
二
ヶ
年
所
勤
仕
候
」
と
あ
る（

（
（

。

孫
右
衛
門
は
、
遠
近
方
筆
者
を
一
〇
年
、
当
職
所
筆
者
を
八
年
、
当
職
所
御
筆
役（
右
筆
役
）を
一
三
年
務
め
、
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）、

手
廻
組
か
ら
大
組
へ
編
入
さ
れ
た
の
ち
は
、
遠
近
方
を
五
年
務
め
、
元
禄
十
一
年
か
ら
「
御
当
職
所
之
記
録
方
」
と
な
り
こ
れ
を
二
年
務

め
た
。
そ
の
後
は
当
役
や
当
職
の
手
元
役
に
就
任
し
て
い
る（

（
（

。
も
う
ひ
と
り
は
横
山
勘
右
衛
門
で
あ
る
。
横
山
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八

四
）
に
右
筆
役
と
な
り
九
年
こ
れ
を
務
め
た
後
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、
当
職
福
原
隠
岐
の
時
に
当
職
所
右
筆
役
と
な
っ
た
。
次
の

当
職
佐
世
主
殿
の
下
で
も
当
職
所
右
筆
役
を
務
め
、
元
禄
十
二
年
、
手
元
役
兼
任
で
「
記
録
役
」
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　

時
期
的
な
一
致
か
ら
、
蔵
田
・
横
山
両
名
が
こ
の
総
括
型
記
録
の
編
纂
に
関
与
し
た
可
能
性
は
高
い
。
就
任
時
、
蔵
田
は
四
九
～
五
〇

才
、
横
山
は
五
三
～
五
四
才
、
蔵
田
は
大
組
士
で
禄
高
四
三
石
（
浮
米
取
）、
横
山
は
手
廻
組
士
だ
が
禄
高
は
同
じ
四
三
石
（
元
禄
十
五

年
に
大
組
へ
）。
両
名
と
も
役
人
と
し
て
の
長
い
経
験
を
も
ち
、
当
職
所
右
筆
役
を
長
く
務
め
た
点
で
も
共
通
す
る
。
横
山
の
場
合
、
業

務
は
専
任
で
な
く
手
元
役
と
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
手
元
役（

（
（

は
多
忙
で
あ
る
た
め
、
横
山
は
直
接
編
纂
業
務
を
行
わ
ず
、
下
僚
に
指
示
を
下

し
て
実
務
を
任
せ
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

（
二
）
大
記
録
の
編
纂

　

（
一
）
の
あ
と
編
纂
さ
れ
た
総
括
型
記
録
が
「
大
記
録
」
で
あ
る
。
藩
政
初
期
か
ら
享
保
期
に
い
た
る
重
要
事
案
の
一
件
記
録
シ
リ
ー

ズ
で
、
現
在
一
三
〇
冊
が
残
る（

（
（

。
編
纂
作
業
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
三
月
か
ら
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
一
月
ま
で
、
途
中
に
中
断

期
間
を
挟
ん
で
進
め
ら
れ
た
。
編
纂
に
際
し
て
は
、
当
職
所
の
み
な
ら
ず
他
役
所
の
文
書
記
録
ま
で
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

編
纂
担
当
の
大
記
録
方
に
任
命
さ
れ
た
の
が
平
野
忠
兵
衛
と
境
忠
右
衛
門
で
あ
る
。
平
野
忠
兵
衛
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
か
ら
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七
〇

右
筆
役
を
七
年
間
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
か
ら
当
職
所
右
筆
役
を
五
年
間
務
め
た
の
ち
、
正
徳
五
年
に
大
組
に
編
入
さ
れ
て
大
記
録

方
と
な
り
享
保
九
年
ま
で
こ
れ
を
務
め
た
（
就
任
時
年
齢
は
不
明（
（（
（

）。
境
忠
右
衛
門
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
御
陣
僧
と
し
て
新
規

に
取
立
て
ら
れ
た
藩
士
で
、
の
ち
束
髪
し
手
廻
組
に
編
入
さ
れ
当
役
の
筆
者
役
を
八
年
務
め
、
大
組
編
入
後
、
江
戸
留
守
居
手
元
役
を
何

度
か
務
め
た
。
正
徳
五
年
、
大
記
録
方
と
な
り
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
ま
で
担
当
し
た（
（（
（

。
大
記
録
方
就
任
時
は
六
五
才
。
平
野
・
境
と

も
給
地
を
持
た
な
い
浮
米
取
の
大
組
士
で
、
禄
高
は
平
野
四
三
石
、
境
五
六
石
余
。
平
野
は
右
筆
役
と
当
職
所
右
筆
役
を
計
一
二
年
務
め

て
お
り
、
一
方
、
境
は
当
職
所
勤
務
の
経
験
は
な
い
が
、
当
役
の
筆
者
役
や
江
戸
留
守
居
役
の
手
元
役
を
長
く
務
め
て
い
る
。
両
名
と
も

藩
の
重
要
役
所
で
の
実
務
経
験
を
豊
富
に
有
す
る
役
人
で
あ
っ
た
。

　

（
三
）
当
職
所
文
書
の
整
理

　

享
保
十
五
～
十
七
年
（
一
七
三
〇
～
三
二
）、
藩
政
初
期
か
ら
宝
永
頃
ま
で
の
当
職
所
文
書
の
整
理
が
実
施
さ
れ
、
文
書
目
録
と
し
て

「
御
職
代
々
交
割
物
目
録
」（
54
目
次
58
）
が
作
成
さ
れ
た
。
整
理
後
、
文
書
は
二
二
の
櫃
に
納
め
ら
れ
萩
城
櫓
で
保
存
さ
れ
た
。
当
職
所

で
の
大
規
模
な
文
書
整
理
と
し
て
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
大
記
録
編
纂
に
携
わ
っ
た
平
野
忠
兵
衛
、
お
よ
び
柿
並
市

右
衛
門
の
兄
松
原
平
三
が
担
当
し
た（
（（
（

。

　

（
四
）
小
括

　

十
七
世
紀
末
以
降
、
当
職
所
で
は
総
括
型
記
録
の
シ
リ
ー
ズ
を
編
纂
し
た
り
、
保
存
文
書
の
整
理
・
目
録
化
な
ど
を
実
施
し
た
。
中
枢

役
所
で
あ
る
当
職
所
の
場
合
、
他
の
役
所
と
比
べ
、
早
い
段
階
か
ら
、
過
去
の
文
書
記
録
を
如
何
に
管
理
す
る
か
が
業
務
上
の
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
業
務
を
担
当
し
た
役
人
の
共
通
点
と
し
て
、
家
臣
団
中
核
を
な
す
大
組
の
下
級
ク
ラ
ス
で
、
当
職
所
右
筆
役

の
経
験
が
あ
る
こ
と
、
当
職
所
勤
務
の
経
験
が
無
く
て
も
、
当
役
や
江
戸
留
守
居
な
ど
重
職
の
右
筆
役
や
手
元
役
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
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七
一

る
者
、
年
齢
的
に
は
五
～
六
〇
代
と
年
長
で
実
務
経
験
の
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
、
な
ど
を
指
摘
で
き
る
。
実
務
経
験
を
有
す
る
ベ
テ
ラ
ン
役

人
に
過
去
の
業
務
情
報
お
よ
び
文
書
整
理
を
任
せ
る
の
が
柿
並
以
前
の
あ
り
方
と
い
え
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
柿
並
市
右
衛
門
の
兄
松
原
平
三
が
当
職
所
文
書
の
整
理
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
の
当
時
の
松
原
平
三
は
松
原
家
の
家
督
相
続
前
で
あ
り
、
嫡
子
雇
の
立
場
で
諸
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
。
ま
だ
若
く
実
務
経
験
の

乏
し
い
平
三
は
、
ベ
テ
ラ
ン
平
野
の
補
助
役
と
い
っ
た
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
彼
の
よ
う
な
若
手
が
文
書
整
理
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
柿
並
市
右
衛
門
に
連
な
る
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

二　

柿
並
市
右
衛
門
の
業
務
経
歴

　

柿
並
市
右
衛
門
は
大
組
士
松
原
弾
蔵
（
通
貫
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た（
（（
（

。
松
原
家
の
禄
高
は
四
人
扶
持
切
銭
二
〇
〇
目
。
大
組
の
下

級
ク
ラ
ス
だ
が
、
松
原
家
は
書
道
に
通
じ
、
藩
主
の
た
め
の
書
物
作
成
を
担
当
し
た
り
、
文
芸
関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
の
多
い
家
で

あ
っ
た
（
後
述
）。

　

五
才
よ
り
書
道
を
始
め
た
市
右
衛
門
は
、
五
代
藩
主
吉
元
に
将
来
を
期
待
さ
れ
、
当
時
江
戸
で
名
を
は
せ
て
い
た
書
家
佐
々
木
万
次
郎

（
玄
龍
）
へ
の
入
門
を
命
じ
ら
れ
江
戸
に
登
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）、
八
才
の
時
で
あ
る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
荻
生
徂
徠
へ
の
入
門
話
も
出

た
が
、
ま
だ
幼
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
徂
徠
が
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
死
去
し
た
た
め
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
市
右
衛
門
は
一
一

才
の
時
に
帰
国
す
る
。
江
戸
で
の
書
道
の
修
行
、
荻
生
徂
徠
へ
の
入
門
話
な
ど
、
彼
は
幼
少
よ
り
そ
の
資
質
の
高
さ
を
見
込
ま
れ
た
人
物

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。



十
八
世
紀
萩
藩
に
お
け
る
文
書
管
理
・
記
録
作
成
と
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士
柿
並
市
右
衛
門
（
山
﨑
）

七
二

　

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
十
月
、
市
右
衛
門
は
大
組
士
柿
並
正
敬
の
養
子
と
な
り
一
九
才
で
家
督
を
相
続
し
た
。
柿
並
家
は
、
大
組

で
も
給
地
を
持
た
な
い
浮
米
取
で
、
禄
高
は
四
人
扶
持
六
石
四
斗
。
大
内
義
弘
次
男
持
盛
を
祖
と
伝
え
る
名
家
だ
が
、
市
右
衛
門
以
前
、

藩
内
で
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
活
動
は
な
い
。
一
八
世
紀
初
頭
に
大
組
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
、
代
々
当
主
は
、
諸
役
所
の
筆
者
役
や
当
職
所

業
務
を
務
め
た
経
歴
も
な
い
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
九
月
、
柿
並
市
右
衛

門
は
記
録
所
右
筆
役
に
任
じ
ら
れ
大
組
か
ら
手
廻
組
へ
編
入
さ
れ
る
。
こ
れ
以

降
の
略
歴
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
彼
の
業
務
経
歴

を
述
べ
る
。

　

（
一
）
当
職
所
文
書
の
整
理

　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
柿
並
市
右
衛
門
は
二
八
才
の
時
、
当
職
所
文
書

の
選
別
整
理
（「
撰
分
」）
を
命
じ
ら
れ
た
。
当
職
山
内
縫
殿
在
任
中
の
こ
と
で

あ
る
。
身
分
は
記
録
所
右
筆
役
の
ま
ま
同
役
業
務
を
免
除
さ
れ
、
当
職
所
文
書

の
整
理
担
当
と
な
っ
た
。
当
職
所
業
務
未
経
験
の
若
い
柿
並
に
業
務
を
担
当
さ

せ
た
こ
と
は
か
な
り
の
抜
擢
と
い
え
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
当
職
所
で
は
享
保
十
五
～
十
七
年
に
宝
永
期
ま
で
の
文
書

を
対
象
に
最
初
の
文
書
整
理
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の
場
合
、
お
お
む
ね
享
保

九
～
元
文
三
年
（
一
七
二
四
～
三
八
）
の
、
比
較
的
時
期
が
新
し
く
現
用
価
値

の
高
い
文
書
が
対
象
で
あ
っ
た
。
作
業
終
了
年
は
不
明
だ
が
、
寛
保
二
年
（
一

表１　柿並市右衛門の略歴
年月 事項 年齢

享保18（1733）.10 柿並家の家督相続 19
元文3（1738）.9 手廻組編入、記録所祐筆役就任 24
元文5（1740） 当職所記録「撰分」を命じられる 26
寛保2（1742）.8 当職所記録取縮役就任、「当職所記録仕法」作成 28
延享1（1744）.11 同役に懸かり当職益田河内へ起請文提出 30
（年未詳）.5 御宝蔵什書取縮書調物御用
宝暦1（1751） 宗広公（6代藩主）御逝去一途之御用掛り 37
宝暦1（1751） 岩国より為御悔御出萩一途之御用掛
宝暦2（1752）.8 毛利讃岐守様（清末藩主）御出萩一事御用掛 38
宝暦2.11 ～同3.3 上御用所御記録取縮（国元）
宝暦3（1753）.11 重広公御部屋御直書御勤方兼役 39
宝暦6（1756）.6 岩国領堅ヶ浜論地担当、実地見分 42
宝暦11（1761）.11 満願寺・養学院懸り相一途御用物見合 47
宝暦12（1762）.5 祐筆役退任、上御用所御記録取縮（江戸） 48
宝暦13（1763）.2 江戸御国大記録方就任
宝暦13.6 江戸にて死去 49
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七
三

七
四
二
）、
当
職
山
内
か
ら
必
要
な
作
業
年
数
を
尋
ね
ら
れ
た
柿
並
は
、
五
～
六
年
位
と
答
え
て
い
る（
（（
（

。
現
時
点
、
史
料
的
に
確
認
で
き

る
の
は
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
一
月
ま
で
の
動
き
で
あ
る
（
後
掲
起
請
文
）。

　

こ
の
整
理
で
作
成
さ
れ
た
文
書
目
録
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
「
当
職
所
御
用
物
頭
書
」（
9
諸
省
26
）
に
残
る
。「
当
職
所
御
用
物
頭
書
」

に
は
作
成
時
期
の
異
な
る
二
種
類
の
文
書
目
録
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
筆
者
が
Ⅱ
型
と
分
類
し
た
目
録
が
こ
れ
に
あ
た

る
。
当
職
別
（
年
代
順
）
に
文
書
を
分
類
整
理
し
た
こ
の
目
録
は
、「
御
職
代
々
交
割
物
目
録
」
と
比
べ
、
検
索
の
便
を
考
慮
し
、
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
文
書
検
索
を
可
能
と
す
る
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
た
目
録
記
述
と
な
っ
て
い
る（
（（
（

。

　

（
二
）
当
職
所
記
録
仕
法
と
国
相
府
録
の
作
成

　

柿
並
は
、（
一
）
開
始
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
総
括
型
記
録
「
国
相
府
録
」
の
作
成
、
お
よ
び
そ
の
作
成
方
法
と
文
書
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
「
当
職
所
記
録
仕
法
」
の
作
成
を
当
職
山
内
か
ら
命
じ
ら
れ
る
。「
国
相
府
録
」
は
「
大
記
録
」
に
つ
づ
く
総
括
型
記
録
で
あ
る
。
通

常
業
務
で
作
成
さ
れ
る
種
類
別
の
記
録
（「
御
用
状
控
」「
御
書
付
控
」
な
ど
）
と
は
別
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
表
２
に
示
し
た
よ
う
な

分
類
主
題
を
設
定
し
、
後
年
参
考
と
な
る
内
容
お
よ
び
関
連
文
書
を
日
々
の
業
務
の
な
か
で
収
録
し
て
い
く
形
式
で
あ
っ
た
。
作
成
作
業

の
繁
雑
さ
を
軽
減
し
、
担
当
者
が
代
わ
っ
て
も
統
一
的
内
容
と
な
る
よ
う
作
成
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る
一
方
、
口
頭
で
の
指
示
や
処
置
を

下
し
た
際
の
意
図
（「
沙
汰
心
」）
な
ど
、
本
来
文
書
に
残
り
に
く
い
情
報
を
収
録
す
る
こ
と
な
ど
も
目
指
さ
れ
た（
（（
（

。

「
国
相
府
録
」
の
作
成
方
法
と
、
そ
れ
に
伴
う
文
書
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
「
当
職
所
記
録
仕
法
」
で
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
八
月
、

柿
並
か
ら
当
職
手
元
役
山
県
市
左
衛
門
・
当
職
所
右
筆
役
柿
並
半
右
衛
門
へ
提
出
さ
れ
た
。
前
書
一
五
ヶ
条
と
凡
例
五
五
ヶ
条
か
ら
な

り
、
前
書
に
は
当
職
所
に
お
け
る
総
括
型
記
録
作
成
の
歴
史
、
現
状
の
問
題
点
、
当
職
山
内
が
「
国
相
府
録
」
作
成
を
命
じ
た
理
由
な
ど

が
、
凡
例
に
は
「
国
相
府
録
」
の
作
成
手
順
、
そ
の
留
意
点
、
日
常
的
な
文
書
記
録
の
保
存
方
法
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
職
所
は
勿
論
、
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七
四

藩
全
体
で
も
、
こ
れ
だ
け
詳
細
に
文
書
管
理
の
あ
り
方
、
記
録
作
成
の
方
法
を
書
き
上
げ
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
ま

た
、
文
書
に
は
残
り
に
く
い
「
沙
汰
心
」（
判
断
を
下
し
た
際
の
理
由
、
考
え
方
）
や
口
頭
で
の
指
示
の
記
録
化
を
重
視
す
る
こ
と
、
文

書
記
録
を
残
す
場
合
、
過
去
三
〇
年
の
情
報
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、
日
記
形
式
よ
り
主
題
別
に
ま
と
め
た
記
録
が
有
用
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
当
該
期
の
文
書
記
録
の
保
存
・
作
成
に
対
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
る
点
で
も
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
で
の
文
書
管

理
体
制
を
見
直
し
て
問
題
点
を
把
握
し
、
将
来
に
向
け
文
書
記
録
（
情
報
）
を
確
実
に
残
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
点

を
客
観
的
に
検
討
し
作
成
さ
れ
た
点
に
意
義
が
あ
る
。
結
局
、「
国
相
府
録
」
は
、
寛
保
元
～
三
年
分
一
七
冊
と
総
目
録
一
冊
を
作
成
す

る
に
止
ま
り（
（（
（

、「
当
職
所
記
録
仕
法
」
の
シ
ス
テ
ム
が
完
全
運
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
内
容
分
類
の
た
め
に
主
題
を
設

定
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
当
職
所
で
の
文
書
整
理
で
踏
襲
さ
れ
、「
国
相
府
録
」
で
設
定
さ
れ
た
主
題
の
多
く
が
そ
の
後
も

用
い
ら
れ
て
い
く
。

「
当
職
所
記
録
仕
法
」
は
柿
並
ひ
と
り
の
考
え
で
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
奥
書
に
は
「
右
記
録
調
方
凡
之
所
、
此
度
縫
殿
殿
被
仰

付
候
趣
、
旁
を
以
相
調
」
と
あ
り
、
当
職
山
内
縫
殿
の
考
え
を
反
映
し

て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
当
職
手
元
役
・
右
筆
役
に
提

出
さ
れ
た
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
彼
ら
に
は
草
稿
段
階
か
ら
目
を
通
し
て

も
ら
い
、
彼
ら
の
意
見
も
聞
い
て
修
正
を
重
ね
て
い
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
そ
う
で
あ
る
に
し
ろ
、
当
職
所
業
務
未
経
験
の
若
い
柿
並
が
、
当

職
や
当
職
所
役
人
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
の
内
容
を
も
つ

表２　国相府録の分類区分
分類区分名

― 総目録

1 公儀御届沙汰事
　付　御書付其外被仰出ニ付沙汰事

2 長崎御奉行・御目付御通路沙汰事
　付　御役人并公物通路沙汰事

3 御大名御通路沙汰事
4 御城米船・銅船破損沙汰事
5 自他国破損船沙汰事
6 朝鮮船・対州船漂着沙汰事
7 目安懸り相沙汰事
8 自他国寺社沙汰事

9 他国諸事之沙汰事
　付　廻国者沙汰事

10 長府清末沙汰事
　付　御末家方・岩国一同沙汰事

11 徳山沙汰事
12 岩国沙汰事
13 御使者勤沙汰事
14 御家頼・町人百姓沙汰事
15 凶事沙汰事
16 雑部
17 御三家状之内有馴候分之文格
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七
五

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
あ
げ
た
点
は
彼
の
能
力
の
高
さ
を
示
す
。

　

（
三
）
当
職
所
記
録
取
縮
役
へ
の
就
任

　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
八
月
、（
一
）（
二
）
を
担
当
す
る
柿
並
に
当
職
所
記
録
取
縮
役
と
い
う
役
職
名
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
当

職
山
内
縫
殿
の
強
い
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
後
述
）。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
一
月
、
当
職
は
山
内
か
ら
益
田
河
内
へ
交
替

す
る
が
、
柿
並
は
引
き
続
き
同
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
当
職
益
田
へ
起
請
文
を
提
出
し
た
。
近
時
公
開
を
開
始
し
た
遠
用
物
に
こ
の
起

請
文
が
残
る（
（（
（

。
こ
の
起
請
文
か
ら
、
当
職
所
記
録
取
縮
役
を
担
当
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。

　
　
　
　

起
請
文
前
書
之
事

　
　

一�

御
当
職
所
記
録
物
致
混
雑
候
付
、
去
ル
申（
元
文
五
年
）

年
ゟ
為
撰
分
私
儀
被
差
出
、
猶
又
取
縮
就
被
仰
付
候
、
記
録
所
御
番
を
も
被
差
除
候
、

然
者
先
キ
五
六
ヶ
年
も
懸
り
可
申
趣
ニ
付
、
右
一
事
相
調
候
迄
、
御
当
職
所
記
録
取
縮
役
被
仰
付
候
段
、
去（
寛
保
二
年
）
々
秋
被
仰
渡
奉
得
其

意
候
事

　
　

一�

記
録
取
縮
之
儀
者
、
撰
分
ヶ
一
通
り
共
違
、
御
用
之
廉
々
未
落
着
不
仕
内
も
日
々
之
御
沙
汰
筋
致
見
聞
相
記
申
儀
、
御
密
用
事
も

数
多
有
之
事
御
座
候
間
、
此
御
用
相
調
候
間
者
不
能
申
、
御
用
埒
明
候
已
後
た
り
と
も
一
切
他
見
他
言
仕
間
敷
候
事

　
　

一�

記
録
之
儀
者
後
年
之
証
拠
ニ
被
仰
付
事
ニ
御
座
候
間
、
廉
々
念
を
入
相
し
ら
へ
間
違
之
儀
無
之
様
相
調
可
申
之
由
奉
得
其
意
候
事

　
　
　
　

付�

、
親
類
縁
者
別
悃
之
者
手
前
之
儀
ニ
而
御
座
候
と
も
、
誠
有
懸
り
之
儀
迄
相
記
置
、
全
取
繕
之
文
儀
な
と
無
之
様
相
調
可
申

候
、
然
者
礼
儀
音
物
取
遣
之
儀
も
作
法
之
通
相
守
可
申
候
事

　
　

一�

諸
控
物
其
外
大
切
之
御
用
物
取
悩
被
仰
付
事
御
座
候
間
、
紛
失
等
無
之
様
念
を
入
、
尤
御
用
之
儀
墨
筆
ニ
至
迄
分
散
不
仕
様
可
申

合
候
事



十
八
世
紀
萩
藩
に
お
け
る
文
書
管
理
・
記
録
作
成
と
藩
士
柿
並
市
右
衛
門
（
山
﨑
）

七
六

　
　

一�

御
役
間
酒
飯
寄
相
之
儀
、
親
類
縁
者
契
約
間
其
外
親
類
同
前
互
ニ
勝
手
江
も
通
り
相
、
別
悃
申
談
間
柄
、
兼
而
相
極
置
之
外
、
私

之
参
会
仕
間
敷
候
、
尤
町
方
ニ
近
親
類
近
縁
者
於
有
之
者
、
名
付
仕
差
出
置
可
申
候
事

　
　
　

右
条
々
於
相
背
者

　
　
　

梵
天
帝
釈
四
大
王
伊
豆
箱
根
両
所
権
現
（
略
）
惣
而
日
本
国
中
六
拾
余
州
大
小
神
祇
可
罷
蒙
御
罰
者
也
、
仍
起
請
文
如
件

　
　
　
　
　

延
享
元
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
並
市
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

十
一
月

　
　
　
　
　

益（
当
職
益
田
元
言
）

　

河
内
殿

　

当
職
所
記
録
取
縮
役
に
任
じ
ら
れ
た
経
緯
を
記
す
一
ヶ
条
目
に
続
き
、
二
～
五
ヶ
条
目
で
柿
並
が
誓
約
し
て
い
る
の
は
、
①
取
縮
役
は

単
な
る
文
書
整
理
担
当
と
は
異
な
り
、
日
々
の
業
務
で
決
裁
途
中
の
情
報
な
ど
を
見
聞
き
し
秘
密
情
報
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
在

任
中
は
も
ち
ろ
ん
退
任
後
も
知
り
得
た
情
報
を
他
言
し
な
い
こ
と
（
守
秘
義
務
）、
②
記
録
は
後
年
の
証
拠
に
な
る
の
で
念
を
入
れ
間
違

い
の
な
い
よ
う
作
成
す
る
こ
と
、
③
文
書
を
紛
失
し
な
い
こ
と
、
④
在
役
中
の
酒
席
へ
の
参
加
は
、
親
類
や
親
類
同
前
に
親
し
く
し
て
い

る
者
な
ど
事
前
に
報
告
し
て
あ
る
者
に
限
り
、
そ
れ
以
外
の
私
的
な
集
会
に
参
加
し
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

当
職
所
記
録
取
縮
役
と
し
て
文
書
整
理
や
記
録
作
成
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
機
密
性
の
高
い
文
書
（
情
報
）
に
触
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
守
秘
義
務
の
厳
守
や
慎
重
な
文
書
の
取
扱
、
正
確
な
（「
間
違
之
儀
無
之
様
」）
記
録
作
成
が
求
め
ら
れ
た
。「
間

違
之
儀
無
之
様
」
と
は
、
単
な
る
文
字
の
正
確
さ
で
は
な
く
、
た
と
え
親
類
縁
者
や
知
音
の
者
に
関
す
る
こ
と
で
も
記
載
内
容
に
手
心
を

加
え
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
を
含
む
。
ま
た
、
酒
席
や
贈
答
な
ど
日
常
生
活
の
一
部
に
も
制
限
が
加
え
ら

れ
た
。
当
職
所
記
録
取
縮
役
に
は
そ
う
し
た
条
件
下
で
業
務
を
遂
行
し
う
る
高
い
モ
ラ
ル
が
求
め
ら
れ
た
。
当
職
交
代
後
も
引
き
続
き
同
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役
に
任
命
さ
れ
た
柿
並
は
、
そ
れ
に
叶
う
資
質
を
も
つ
者
と
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

（
四
）
御
宝
蔵
御
什
書
取
縮
書
調
物
御
用

　

柿
並
は
「
御
宝
蔵
御
什
書
取
縮
書
調
物
御
用
」
を
務
め
た
。
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
当
職
所
業
務
終
了
後
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
御
宝
蔵
御
什
書
の
整
理
作
業
と
い
え
ば
永
田
瀬
兵
衛
（
政
純
）
が
有
名
で
あ
る
。
永
田
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
八
月
に
御
什
書

御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
毛
利
家
伝
来
の
家
文
書
、
御
什
書
の
整
理
を
担
当
し
た
。
そ
の
の
ち
「
閥
閲
録
」、「
江
氏
家
譜
」（
毛
利
家
系
図

の
決
定
版
）、「
新
裁
軍
記
」（
毛
利
元
就
の
伝
記
）
の
編
纂
に
携
わ
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
頃
か
ら
「
御
系
図
御
家
譜
引
書
」（
藩

主
に
提
出
し
た
「
御
系
図
御
家
譜
」
の
典
拠
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
）、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
頃
か
ら
「
御
什
書
註
書
」（
御
什
書
の

注
釈
書
）
の
作
成
作
業
を
行
っ
た
。
永
田
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
亡
く
な
る
が
、
享
保
三
年
に
御
什
書
整
理
を
命
じ
ら
れ
た
の
ち
、

一
貫
し
て
御
什
書
に
近
い
位
置
で
仕
事
を
行
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

永
田
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
「
御
什
書
惣
目
録
」
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
享
保
年
間
の
御
什
書
整
理
以
後
に
追
加
さ
れ

た
文
書
を
含
め
、
新
た
に
作
成
し
た
御
什
書
の
目
録
で
あ
る（
（（
（

。
基
本
的
に
巻
子
単
位
の
目
録
で
、
巻
子
内
の
文
書
ま
で
は
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
毛
利
家
文
庫
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、「
柿
並
蔵
書
」
の
印
（
も
と
柿
並
市
右
衛
門
の
蔵
書
。
後
述
）
が
捺
さ
れ
た
「
御
什
書

惣
目
録
」四
冊
も
残
る（
（（
（

。
一
冊
は
永
田
作
成
の「
御
什
書
惣
目
録
」と
同
内
容
の
写
し
で
、
残
り
の
三
冊
は
各
巻
子
に
含
ま
れ
る
文
書
個
々

の
情
報
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
年
代
や
差
出
者
・
宛
先
な
ど
の
情
報
は
な
い
が
、
文
書
の
冒
頭
文
言
や
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
言

葉
、
巻
子
内
の
文
書
数
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
、
御
什
書
の
簡
略
な
件
名
目
録
と
い
え
る
。

　

柿
並
が
担
当
し
た
「
御
宝
蔵
御
什
書
取
縮
書
調
物
御
用
」
と
は
こ
の
「
御
什
書
総
目
録
」
作
成
業
務
、
す
な
わ
ち
、
御
宝
蔵
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
御
什
書
の
調
査
、
件
名
目
録
作
成
を
意
味
し
た
可
能
性
が
高
い
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
永
田
が
担
当
す
る
仕
事
の
補
助
作
業
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と
し
て
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

（
五
）「
観
光
院
様
御
逝
去
ニ
付
吉
川
左
京
殿
出
萩
一
事
」
の
作
成

　

寛
延
四
年
（
宝
暦
元
年
、
一
七
五
一
）
二
月
、
六
代
藩
主
宗
広
（
観
光
院
）
が
死
去
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
柿
並
は
、
宗
広
葬
儀
に
関
わ

る
「
宗
広
公
御
逝
去
一
途
御
用
掛
」
に
任
命
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
葬
儀
参
列
の
た
め
萩
を
来
訪
す
る
岩
国
吉
川
氏
へ
の
応
接
担
当
、「
岩
国

よ
り
為
御
悔
御
出
萩
一
途
御
用
掛
」
も
拝
命
し
た
。

　

葬
儀
終
了
後
の
同
年
十
二
月
、
柿
並
は
「
観
光
院
様
御
逝
去
ニ
付
吉
川
左
京
殿
出
萩
一
事
」
と
題
す
る
記
録
三
冊
（
25
吉
川
事
84
）
を

作
成
し
上
御
用
所
に
提
出
し
た
。
こ
の
記
録
は
、
吉
川
氏
が
萩
藩
主
不
在
時
に
萩
を
来
訪
（
出
萩
）
し
た
際
ど
う
対
応
し
た
か
を
後
世
に

残
し
て
お
く
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
上
御
用
所
（
当
職
と
並
ぶ
重
職
で
あ
る
当
役
に
付
属
す
る
役
所
）
に
は
萩

藩
主
在
国
時

0

0

0

に
お
け
る
吉
川
氏
の
萩
来
訪
に
関
す
る
記
録
は
あ
っ
た
も
の
の
、
萩
藩
主
不
在
時

0

0

0

（
死
去
時
も
含
む
）
の
記
録
は
、
簡
単
な

内
容
の
も
の
が
当
職
所
に
残
る
の
み
で
上
御
用
所
に
は
な
か
っ
た
。
結
果
、
当
役
方
の
指
示
を
受
け
て
業
務
を
行
う
柿
並
は
、
先
例
探
し

に
苦
労
し
、
他
役
所
に
照
会
し
た
り
、
似
た
ケ
ー
ス
を
参
考
に
指
示
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
業
務
終
了
後
柿
並
は
、
上
司
で

あ
る
当
役
方
へ
、
将
来
に
備
え
今
回
の
記
録
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
を
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
記
録
作
成
の
指
示
が
下
っ
た
と
い
う
。

　

萩
藩
主
不
在
時
で
の
吉
川
氏
の
萩
来
訪
は
頻
繁
に
あ
る
出
来
事
で
は
な
く
、
十
数
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ひ

と
た
び
事
が
起
こ
っ
た
際
、
記
録
が
な
い
と
担
当
者
は
先
例
探
し
に
苦
労
す
る
。
柿
並
に
と
っ
て
今
回
の
業
務
は
、
役
所
に
お
け
る
文
書

保
存
の
現
実
と
文
書
記
録
を
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
将
来
を
見
据
え
、
当
該
事
案
の
一
件
記

録
作
成
を
進
言
し
た
こ
と
は
、
当
職
所
記
録
取
縮
役
と
し
て
の
経
験
を
持
つ
柿
並
に
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

（
六
）
上
御
用
所
文
書
の
整
理
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上
御
用
所
は
当
職
と
並
ぶ
重
職
の
当
役（
（（
（

に
付
属
す
る
役
所
で
あ
る
。
柿
並
は
上
御
用
所
の
文
書
整
理
を
二
度
担
当
し
た
。
当
役
は
藩
主

に
随
っ
て
江
戸
と
国
元
を
行
き
来
し
、
彼
の
下
僚
（
手
元
役
・
右
筆
役
等
）
で
構
成
さ
れ
る
上
御
用
所
は
、
江
戸
と
国
元
そ
れ
ぞ
れ
に
必

要
な
文
書
記
録
を
保
存
し
て
い
た
。
柿
並
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
十
一
月
～
同
三
年
（
一
七
五
三
）
三
月
に
国
元
の
、
十
年
後
の
宝

暦
十
二
年
五
月
か
ら
は
江
戸
の
上
御
用
所
文
書
の
整
理
を
担
当
し
た
。
管
見
の
限
り
、
上
御
用
所
で
の
本
格
的
な
文
書
整
理
は
こ
れ
が
は

じ
め
て
で
あ
る
。
柿
並
に
仕
事
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
当
職
所
文
書
の
整
理
作
業
、
当
職
所
記
録
取
縮
役
と
し
て
の
経
験

や
、「
観
光
院
様
御
逝
去
ニ
付
吉
川
左
京
殿
出
萩
一
事
」
作
成
の
実
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、「
譜
録
」
は
宝
暦
十
二
年
か
ら
の
業
務
を
「
上
御
用
所
御
記
録
取
縮

0

0

被
仰
付
」
と
記
し
、
藩
庁
記
録
「
御
意
口
上
控
」
は
「
上

御
用
所
記
録
仕
立

0

0

被
仰
付
候
」
と
記
す（
（（
（

。
同
記
録
に
は
藩
士
笠
井
孫
右
衛
門
が
「
柿
並
市
右
衛
門
方
記
録
物
書
調

0

0

0

0

0

」
と
し
て
江
戸
に
派
遣

さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
江
戸
で
の
作
業
は
、
文
書
の
整
理
・
目
録
化
だ
け
で
は
な
く
何
ら
か
の
記
録
作
成
を
も
伴
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

（
七
）
岩
国
領
竪
ヶ
浜
論
地
担
当
と
満
願
寺
・
養
学
院
懸
り
相
一
途
御
用
物
見
合

　

岩
国
領
竪
ヶ
浜
は
、
延
享
年
間
よ
り
萩
藩
一
門
大
野
毛
利
家
領
平
生
村
と
の
間
で
境
界
争
論
が
生
じ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
六
月
、
柿
並
は
当
職
所
右
筆
役
柿
並
半
右
衛
門
と
と
も
に
竪
ヶ
浜
論
地
の
担
当
と
な
り
、
同
年
十
一
～
十
二
月
に
現
地
へ

赴
き
見
分
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
十
月
に
は
「
満
願
寺
・
養
学
院
懸
り
相
一
途
之
御
用
物
見
合
」
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
満
願
寺
と
養
学
院
と
の
争
論
に
関
す
る
過
去
の
文
書
記
録
の
調
査
業
務
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
業
務
で
柿
並
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
藩
が
処
理
す
べ
き
争
論
に
関
し
、
過
去
の
事
情
を
把
握
す
る
た
め
、
文
書
記
録
を
調

査
し
概
要
を
ま
と
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
柿
並
の
実
績
と
能
力
が
役
立
つ
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
記
録
は
柿
並
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
柿
並
死
後
の
宝
暦
十
三
年
、
柿
並
の
あ
と
江
戸
御
国
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〇

大
記
録
方
に
就
任
し
た
宇
多
田
藤
右
衛
門
・
長
崎
新
左
衛
門
の
両
名
が
、
柿
並
の
集
め
た
資
料
類
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る（
（（
（

。

　

（
八
）
江
戸
御
国
大
記
録
方
へ
の
就
任

　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
二
月
十
日
、
柿
並
市
右
衛
門
は
江
戸
御
国
大
記
録
方
に
就
任
す
る
。
江
戸
御
国
大
記
録
方
は
七
代
藩
主
重

就
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
役
所
で
あ
る
。
同
役
所
は
、
藩
内
外
へ
発
給
さ
れ
る
文
書
を
事
前
に
す
べ
て
目
を
通
し
、
文
言
の
不
統
一
や
「
古

法
之
沙
汰
筋
」
と
の
違
い
な
ど
を
調
べ
、
統
一
的
な
文
書
作
成
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
担
う
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
業
務
遂
行

に
際
し
て
は
、
藩
主
御
判
物
類
を
は
じ
め
、
国
元
・
江
戸
方
諸
役
所
、
御
宝
蔵
な
ど
藩
内
す
べ
て
の
文
書
を
閲
覧
す
る
権
限
も
与
え
ら
れ

た
。
支
藩
主
か
ら
本
藩
主
を
継
い
だ
重
就
は
、
藩
内
で
の
自
ら
の
政
治
的
立
場
強
化
を
意
図
し
た
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
江
戸

御
国
大
記
録
方
の
新
設
も
一
連
の
動
き
と
し
て
理
解
で
き
る（
（（
（

。
こ
の
当
時
、
当
職
所
、
上
御
用
所
、
さ
ら
に
は
御
宝
蔵
の
文
書
を
扱
っ
た

経
験
を
有
す
る
柿
並
の
よ
う
な
存
在
は
、
管
見
の
限
り
当
該
期
の
藩
内
に
は
見
当
た
ら
ず
、
実
務
遂
行
上
、
江
戸
御
国
大
記
録
方
と
し
て

彼
以
上
の
適
任
者
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

柿
並
は
同
年
三
月
、
就
任
に
あ
た
り
当
役
梨
羽
頼
母
に
起
請
文
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
業
務
上
目
に
し
た
文
書
の
内
容

を
私
的
に
メ
モ
し
て
残
し
た
り
他
言
し
な
い
こ
と
、
②
文
書
の
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
、
③
文
書
の
偽
造
や
改
竄
と
い
っ
た
不
正
な
依
頼

を
決
し
て
受
け
な
い
こ
と
、
な
ど
を
誓
約
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。
新
た
な
業
務
は
藩
の
重
要
情
報
に
触
れ
る
も
の
で
あ
り
、
守
秘
義
務
が

強
く
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
と
も
す
れ
ば
不
正
な
行
為
に
荷
担
す
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
立
場
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
江
戸
御

国
大
記
録
方
の
場
合
も
高
い
モ
ラ
ル
が
求
め
ら
れ
、
こ
こ
で
も
柿
並
は
、
そ
れ
に
叶
う
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

柿
並
は
そ
の
年
の
六
月
に
藩
主
重
就
に
随
っ
て
江
戸
に
登
る
。
し
か
し
二
ヶ
月
後
の
八
月
八
日
に
同
地
で
病
死
し
た
。
就
任
期
間
は
わ

ず
か
六
ヶ
月
。
四
九
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
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三　

当
職
所
記
録
取
縮
役
就
任
に
関
わ
る
動
向

　

寛
保
二
年
八
月
、
柿
並
に
当
職
所
記
録
取
縮
役
と
い
う
役
名
を
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
当
職
山
内
縫
殿
の
強
い
意
向
で
実
現
し
た
。

そ
の
経
緯
が
「
御
意
口
上
控
」
に
残
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
そ
こ
か
ら
柿
並
の
仕
事
に
対
す
る
藩
内
で
の
評
価
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
職
所
記
録
取
縮
役
と
い
う
役
名
に
関
し
て
は
、
当
初
、
藩
士
人
事
を
主
管
す
る
当
役
方
と
当
職
山
内
と
の
間
で
議
論
が
あ
っ
た
。
当

役
方
は
「
取
縮
役
」
と
い
う
名
称
に
難
色
を
示
し
、「
役
」
の
字
は
用
い
ず
「
取
縮
引
退
」
程
度
の
名
称
で
十
分
で
は
と
い
う
意
見
が
強
か
っ

た
（「
記
録
取
縮
役
と
申
所
い
か
ゝ
可
有
之
哉
、
役
と
申
字
を
除
、
取
縮
引
退
ニ
被
仰
付
候
計
ニ
而
も
可
相
済
と
の
御
沙
汰
御
僉
儀
も
有

之
」）。「
～
引
退
」
と
は
役
人
の
業
務
形
態
に
係
る
表
現
で
、「
～
引
除
」
と
も
表
記
す
る
。
お
そ
ら
く
両
方
と
も
「
ひ
き
の
ぞ
き
」
と
読

み
、
本
職
業
務
を
免
除
し
、「
～
業
務
の
担
当
」「
～
業
務
係
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
当
職
山
内
は
、
柿
並
の
仕
事
は
臨
時
的
な
業
務
で
も
あ
り
、「
取
縮
役
」
と
し
て
欲
し
い
と
強
く
主
張
し
た
。
結
局
山
内

の
意
見
が
通
り
、
当
職
所
記
録
取
縮
役
と
い
う
役
職
名
が
柿
並
に
申
し
渡
さ
れ
た
。
加
え
て
山
内
は
、
当
職
所
記
録
取
縮
役
就
任
を
柿
並

の
勤
功
（
役
人
と
し
て
の
功
績
。
積
み
重
な
れ
ば
人
事
上
考
慮
さ
れ
、
筆
並
〈
家
臣
団
内
の
序
列
〉、
禄
高
上
昇
等
に
つ
な
が
る
）
と
し

て
考
慮
し
て
欲
し
い
と
の
希
望
を
当
役
方
に
伝
え
た
が
、
こ
れ
は
当
役
榎
本
遠
江
が
了
承
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
当
役
榎
本
は
、
柿
並
の

仕
事
が
す
べ
て
終
了
し
た
際
に
は
、
こ
れ
を
勤
功
と
し
て
評
価
し
、
藩
主
の
「
御
声
懸
り
」
を
検
討
し
て
も
い
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
、
当
職
山
内
が
柿
並
の
仕
事
を
高
く
評
価
し
、
藩
士
の
功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
文
書
管
理
体
制
の
整
備
と
そ
れ
に
携
わ
る
役
人
の
必
要
性
と
重
要
性
に
対
す
る
理
解
の
深
さ
を
、
そ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
当
役
方
は
、
新
し
く「
役
」付
き
の
仕
事
と
す
る
こ
と
に
当
初
難
色
を
示
し
た
。「
役
」付
き
の
仕
事
に
位
置
づ
け
れ
ば
、
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ほ
か
の
役
職
と
の
並
び
を
考
え
、
役
料
の
額
、
勤
功
と
し
て
の
評
価
な
ど
新
た
に
検
討
し
な
け
れ
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
発
生
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
結
局
当
役
方
も
役
職
名
に
は
同
意
し
て
お
り
、
柿
並
の
仕
事
を
軽
ん
じ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
、
面
倒
な
問
題
を
処

理
し
て
ま
で
新
規
に
「
役
」
付
き
仕
事
と
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
の
で
は
、
と
い
う
認
識
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
文
書
整
理
や
総
括
型
記

録
作
成
業
務
に
対
す
る
認
識
、
評
価
に
、
こ
の
時
期
、
当
職
方
と
当
役
方
で
微
妙
な
温
度
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
一
〇
年
後
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
当
役
方
も
柿
並
に
上
御
用
所
文
書
の
整
理
を
依
頼
す
る
。
同
八
年
、
柿
並
は

長
年
の
功
績
に
よ
り
藩
主
か
ら
の
「
御
声
懸
り
」
の
名
誉
に
預
か
る
が
、
そ
の
際
、
当
職
所
や
上
御
用
所
で
の
文
書
整
理
の
実
績
も
評
価

の
対
象
と
な
っ
て
い
る（
（（
（

。
急
激
な
評
価
の
高
ま
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
十
八
世
紀
に
お
い
て
、
文
書
記
録
の
「
取
縮
」「
撰
分
」

と
い
う
仕
事
が
、
藩
庁
内
で
の
必
要
な
仕
事
と
し
て
認
識
さ
れ
、
着
実
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
動
き
を
そ
こ
に
読
み
取
り
た
い
。

四　

藩
へ
の
柿
並
蔵
書
寄
贈

　

毛
利
家
文
庫
に
は
、
柿
並
家
蔵
書
印
（「
柿
並
蔵
書
」・
写
真
１
）
が
捺
さ
れ
た
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
柿
並
市
右
衛
門

の
死
後
、
息
子
多
一
郎
か
ら
藩
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
毛
利
家
文
庫
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
柿
並
家
蔵
書
印
の
あ
る
文
書
は
九
件

一
八
冊
確
認
で
き
る
が
、
蔵
書
印
の
な
い
も
の
を
含
め
寄
贈
冊
数
は
実
際
に
は
も
っ
と
多
い
。
寄
贈
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
八
月
と

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
十
月
の
二
度
行
わ
れ
た
。
明
和
五
年
時
に
は
当
初
五
一
件
が
寄
贈
さ
れ
た
が
、
の
ち
藩
が
内
容
を
精
査
し
二
六

件
の
文
書
を
受
入
れ
、
二
五
件
は
「
御
用
ニ
無
之
」
と
い
う
こ
と
で
多
一
郎
に
返
却
さ
れ
た
。
安
永
五
年
時
に
は
四
四
件
、
五
六
冊
と
一

櫃
分
の
文
書
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。「
密
局
日
乗
」
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
十
月
十
六
日
条
に
は
、
柿
並
多
一
郎
が
父
市
右
衛
門
の
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集
め
た
蔵
書
（「
数
年
来
心
懸
御
用
端
ニ
も
可
相
立
儀
、
彼
是
書
集
置
候
書
籍
」）
を
藩
に
寄
贈
し
、
藩
か
ら
「
心
懸
神
妙
」
と
褒
賞
さ
れ

た
記
事
が
載
る（
（（
（

。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
柿
並
市
右
衛
門
が
業
務
の
過
程
で
作
成
し
た
文
書
記
録
の
控
、
お
よ
び
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し

収
集
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
柿
並
蔵
書
は
、
そ
の
後
、
密
用
方
で
の
業
務
用
参
考
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
明
治
期
以
降
は
他
の
密
用
方
文
書
と
と
も

に
毛
利
家
文
庫
の
一
部
と
し
て
伝
来
し
、
現
在
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藩
に
寄
贈
さ
れ
た
藩
士
家
文
書
が
、
そ
の
の
ち
藩
庁
文
書
と

一
体
と
な
っ
て
利
用
、
伝
来
し
て
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

藩
士
の
蔵
書
（
収
集
・
作
成
資
料
）
が
藩
に
寄
贈
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
こ
れ
以
前
に
も
あ
る
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）、
藩
は
永
田

瀬
兵
衛
の
息
子
又
太
郎
、
山
県
周
南
の
息
子
二
郎
右
衛
門
、
安
部
吉
左
衛
門
の
息
子
新
左
衛
門
に
対
し
、「
右
之
面
々
父
代
、
先
年
御
什

書
仕
立
之
御
用
被
仰
付
候
節
、
御
用
為
考
合
撰
集
、
又
者
自
分
為
心
得
書
寄
等
仕
置
候
冊
物
等
、
向
後
以
御
用
ニ
相
立
候
物
故
差
出
候

様
」
と
命
じ
た
。
永
田
瀬
兵
衛
・
山
県
周
南
・
安
部
吉
左
衛
門
は
、
十
八
世
紀
中
期
、
御
什
書
整
理
、「
江
家
家
譜
」
や
「
新
裁
軍
記
」

の
編
纂
な
ど
で
協
力
し
て
活
動
し
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
彼
ら
が
業
務
遂
行
の
過
程
で
集
め
、
書
き
留
め
た
資
料
類
は
、
今
後
藩
の
御
用

に
立
つ
こ
と
も
あ
る
の
で
寄
贈
す
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

柿
並
家
の
場
合
、
今
の
と
こ
ろ
藩
の
指
示
は
見
当
た
ら
な
い
。
息
子
多
一
郎
は
、
当
時
、
中
山
又
八
郎

の
下
で
仕
事
を
行
っ
て
い
た
。
中
山
は
、
柿
並
市
右
衛
門
死
後
、
江
戸
御
国
大
記
録
方
業
務
の
一
部
を
引

継
ぎ
、
安
永
三
年
に
密
用
方
初
代
頭
人
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
息
子
多
一
郎
は
、
父
の
蔵
書
が
中
山
の
仕

事
に
有
用
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
永
田
瀬
兵
衛
の
息
子
ら
に
よ
る
蔵
書
寄
贈
の
先
例
を
踏
ま
え
、
自
発

的
に
寄
贈
を
申
し
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藩
も
、
そ
れ
ら
が
「
向
後
以
御
用
ニ
相
立
候
物
」
と
い
う
認
識

写真１　柿並蔵書印
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表３　柿並蔵書寄贈一覧
１．明和5年寄贈分

文書名 数量 毛利家文庫 印
御略系 1冊
年表 1冊 17年表11 ○
益田牛庵覚書 1冊〈21巨室8〉
役人帳 2冊
享保十七年御書付写 1冊
寛永十一年覚書 1冊
御系譜 1冊
諸御礼 1冊
御所帯根積 1冊〈11政理47〉
諸役数定 1冊
吉川家柄覚書 1冊〈25吉川事78〉
御内々申上覚書 1冊
万治三年諸御ヶ条 1冊
御両国有廉集書 1冊〈11政理48〉
享保九年品定 1冊〈40法令34〉
御両国覚書 1冊
諸役御仕立定帳 1冊
御国中高札写 1冊〈40法令94〉
江戸御屋敷御書付写 1冊〈40法令97〉
御馳走出来覚 1冊
山内縫殿役中勤功付 1冊〈22諸臣47〉
御仕法書 1冊
御戦場 1冊
江戸御屋敷御書出 1冊〈40法令99〉
御一門益田福原系図 1冊
帝王系図書抜反古 6枚

２．安永5年寄贈分

文書名 数量 毛利家文庫 印
閥閲録写 1櫃
御什書総目録并頭書等取合 3冊 54目次49 ◎
桂岌円覚書 1冊
老翁ものかたり 2冊 16叢書53 ○
佐々部一斎覚書 1冊〈16叢書49〉
蟷螂之書 1冊
小田木工覚書 1冊 16叢書52 ○
長屋太郎左衛門覚書 1冊〈14軍記51〉
森脇飛騨覚書 1冊

深瀬二郎兵衛覚書 1冊 〈16叢書59（2-1）〉
毛利家由来書 1冊 14軍記31 ○
天文十八年元就公防州山
口被遊御越候節之控 1冊

天正十六年輝元公御上洛
日記抜書 1冊

文書名 数量 毛利家文庫 印
秀就公御入城之次第　慶
長十六年 1冊 7格式1 ◎

書抜物 1冊
書抜物 1冊
吉川家旧記 3冊 25吉川事8 ○
岩国証文写 1冊 25吉川事15 ○
元文四年･延享二年両度
左京殿出府之願ニ付公辺
え御内々被差出候御書付

1冊 25吉川事81 ○

享保十二年水野和泉守様
え被遊御持参候御書付 1冊〈3公統73〉

承応二年石川弥左衛門殿
え益田無庵・国司備州よ
り之御答之趣

1冊〈21巨室21〉

往古以来御普請御手伝寄書 1冊
寛保二年御普請御手伝之
時之一件書抜 1冊

延享二年御判物御朱印等
被下候御式書 1冊 2柳営9

寛保二年御国廻ニ付地江
戸乞合之御用状等 1冊

西三十三ヶ国秤神善四郎
ニ改被仰付候御書付 1冊

享保十六年銭遣之儀御書
付四通 1冊

宝暦三年同御書付御倹約
ニ付而御書付等 1冊

同六年御倹約ニ付而思召之旨
諸役所え為無緩被渡置御書付 1冊

寛延三年諸役所え之御書出 1冊
武家諸法度写 1冊
承応より正徳迄年号改元之事 1冊
当職所御記録仕法 1冊 9諸省70 ◎
御家伝奏来由記 1冊
隆景公位記口宣記 1冊
年表　但明応六年至慶長四年 1冊〈17年表22〉
記録所日記年中行事 1冊 9諸省74 ○
同所之伝書 1冊
同所日帳 3冊
延享五年御伝請記録 1冊
宝暦三年御首途記録 1冊〈7格式28〉
釈菜記録 1冊
享保十五年兵法上覧之節
筆並之儀ニ付御書付 1冊 10諸役6 ◎

宝暦八年御倹約ニ付諸家
え御勤等之儀御断伺書 1冊

御家来之内彼是所持之証文写 6冊 22諸臣23
（11の5～ 10）○

典拠：「追々下ヨリ差出御用物目録」（54目次37）。
備考：1．文書名・数量は典拠史料の記述に従った。　2．対応する文書が判明する場合、「毛利家文庫」
欄に請求番号を示した。ただし、確証がなく推測したものは〈　〉で括った。現時点で不明のものは空欄とした。
3．「柿並蔵書」印のあるものは「印」欄に○◎を付けた。○は毛利家文庫目録に注記のあるもの、◎
は注記がないものを示す。
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五

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
当
職
所
記
録
取
縮
役
や
江
戸
御
国
大
記
録
方
就
任
時
の
起
請
文
で
、
柿
並

は
守
秘
義
務
遵
守
を
誓
約
し
て
い
た
。
柿
並
や
永
田
た
ち
は
、
通
常
の
藩
士
で
は
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
文
書
記
録
を
扱
う
立
場
に

あ
っ
た
。
藩
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
が
知
り
得
た
本
来
秘
密
の
情
報
が
、
彼
ら
の
死
後
拡
散
し
な
い
よ
う
、
知
り
得
た
情
報
の
回
収
を
図
り

た
い
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
柿
並
蔵
書
は
表
３
に
ま
と
め
た
通
り
で
あ
る
。

五　

実
家
松
原
家
に
つ
い
て

　

柿
並
市
右
衛
門
の
実
家
松
原
家
は
、
柿
並
家
同
様
、
大
組
の
下
級
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
藩
主
近
く
に
仕
え
、
藩
主
使
用
の
「
御
書
物
」

の
作
成
に
携
わ
る
な
ど
特
徴
的
な
業
務
を
行
っ
て
い
た
家
で
あ
っ
た
。
市
右
衛
門
が
松
原
家
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
若
い
頃
よ
り

そ
の
資
質
を
期
待
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
最
後
に
松
原
家
の
経
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く（
（（
（

。

「
譜
録
」
に
よ
れ
ば
、
松
原
家
は
藩
政
期
以
前
か
ら
毛
利
家
と
の
関
係
を
有
す
る
家
で
あ
る
が
、
理
由
不
明
な
が
ら
、
藩
政
初
期
に

い
っ
た
ん
毛
利
家
を
離
れ
浪
人
の
身
と
な
っ
た
（
法
体
で
あ
っ
た
と
い
う
）。
そ
し
て
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）、
松
原
春
益
（
直
興
・

市
右
衛
門
父
の
兄
）
が
三
代
藩
主
吉
就
か
ら
再
び
御
陣
僧
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
彼
が
「
手
跡
之
器
童
」、
す
な
わ
ち
書
道
に
優
れ

た
子
供
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
い
う
。
当
初
の
禄
高
は
二
人
扶
持
銀
子
一
枚
。『
増
補
訂
正
も
り
の
し
げ
り
』は
、
御
陣
僧
に
つ
い
て「
勤

方
其
他
諸
局
ニ
出
デ
諸
調
役
又
ハ
助
筆
ヲ
勤
ム
」「
初
メ
テ
陣
僧
雇
ト
ナ
ル
モ
ノ
ハ
年
十
七
歳
以
下
ナ
リ
シ
ガ
如
シ
」「
勤
功
年
限
ニ
因
リ

束
髪
ヲ
許
サ
レ
始
メ
テ
三
十
人
通
又
ハ
無
給
通
ニ
入
ル
」
と
説
明
す
る
。



十
八
世
紀
萩
藩
に
お
け
る
文
書
管
理
・
記
録
作
成
と
藩
士
柿
並
市
右
衛
門
（
山
﨑
）

八
六

　

翌
年
春
益
は
藩
主
吉
就
に
随
従
し
て
江
戸
に
登
り
、
藩
の
計
ら
い
で
、
当
時
江
戸
で
名
を
馳
せ
て
い
た
書
家
佐
々
木
万
次
郎
の
門
弟
と

な
る
（
柿
並
市
右
衛
門
は
伯
父
と
同
じ
経
歴
を
た
ど
っ
た
こ
と
に
な
る
）。
春
益
は
十
二
年
に
わ
た
り
佐
々
木
の
下
で
書
道
を
極
め
、
つ

い
に
は
門
弟
数
百
人
を
ま
と
め
る
「
書
頭
」
に
上
り
詰
め
、
吉
就
か
ら
「
御
褒
美
之
御
意
」
を
申
し
渡
さ
れ
る
名
誉
に
預
か
っ
た
。
彼
は

優
秀
な
書
き
手
と
し
て
重
用
さ
れ
た
よ
う
で
、
幕
府
へ
の
献
上
物
の
書
付
を
作
成
し
た
り
、
藩
主
吉
就
の
「
御
手
道
具
、
御
懐
中
書
、
其

外
御
密
書
」
な
ど
の
作
成
に
従
事
し
た
。
四
代
藩
主
吉
広
の
代
に
も
判
物
類
の
作
成
に
携
わ
り
、
吉
広
の
た
め
に
「
御
手
鑑
物
・
御
手
本

等
」
を
作
成
し
た
り
し
、
書
道
の
手
ほ
ど
き
も
勤
め
た
と
い
う
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）、
長
年
の
功
績
に
よ
り
手
廻
組
に
編
入
さ
れ

た
が
、
翌
年
江
戸
で
煩
い
、
同
十
二
年
八
月
に
二
七
才
の
若
さ
で
死
去
し
た
。

　

春
益
死
後
松
原
家
を
継
い
だ
の
が
、
弟
で
柿
並
市
右
衛
門
の
実
父
弾
蔵
（
通
貫
）
で
あ
る
。
貞
享
四
年
、
弾
蔵
は
一
四
才
で
江
戸
に
登

り
（
兄
を
頼
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）、
同
年
に
支
藩
清
末
藩
主
毛
利
元
平
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
側
役
を
八
～
九
年
ほ
ど
務
め
た
が
、

体
調
を
崩
し
て
暇
を
も
ら
い
江
戸
で
静
養
生
活
を
送
っ
た
。
快
気
後
、
肥
後
熊
本
新
田
藩
主
細
川
利
昌
に
側
役
右
筆
兼
帯
と
し
て
召
し
抱

え
ら
れ
、
三
～
四
年
を
過
ぎ
た
頃
、
兄
が
病
気
勝
ち
で
跡
継
ぎ
が
い
な
い
た
め
、
母
や
親
類
か
ら
本
家
を
継
ぐ
よ
う
懇
願
さ
れ
た
。
そ
こ

で
細
川
家
か
ら
暇
を
も
ら
い
、
兄
が
亡
く
な
っ
た
元
禄
十
二
年
、
萩
藩
士
松
原
家
を
相
続
し
た
。

　

弾
蔵
は
、
家
督
相
続
当
日
か
ら
す
ぐ
に「
御
宝
蔵
書
物
」（
御
宝
蔵
に
納
め
る
書
物
）の
調
製
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
い
、
そ
の
の
ち
も
様
々

な
「
御
書
物
」（
藩
主
が
利
用
す
る
書
物
）
の
作
成
に
携
わ
っ
た
。
藩
主
吉
広
の
た
め
に
「
古
詩
書
」
や
「
唐
韻
之
書
」
な
ど
文
芸
に
関

わ
る
書
物
、
あ
る
い
は
軍
書
な
ど
を
調
製
し
、
さ
ら
に
、
藩
主
が
用
い
る
「
扶
桑
見
聞
私
記
」
八
〇
冊
の
書
写
作
業
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、

作
業
グ
ル
ー
プ
の
頭
取
を
務
め
、
冊
子
の
小
口
書
き
、
外
題
書
き
な
ど
を
担
当
し
た
。
家
督
相
続
後
す
ぐ
さ
ま
書
き
手
と
し
て
重
用
さ
れ

た
点
か
ら
し
て
、
弾
蔵
は
兄
春
益
か
ら
書
道
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
れ
な
り
の
腕
前
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
古
詩
書
」
や
「
唐
韻
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之
書
」
な
ど
の
書
物
を
藩
主
の
た
め
に
作
成
す
る
な
ど
文
芸
・
文
化
面
で
の
深
い
教
養
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　

弾
蔵
長
男
で
市
右
衛
門
の
兄
・
松
原
平
三
（
通
彦
）
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
三
月
、
一
八
才
で
嫡
子
雇
と
な
り
、
明
倫
館
で
「
徳

山
御
書
物
」
の
書
き
写
し
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
七
年
六
月
ま
で
こ
れ
を
続
け
、
同
十
一
月
に
御
右
筆
山
田
佐
左
衛
門
の
助
筆
と
し
て

「
徳
山
御
還
付
之
一
件
記
録
」（
徳
山
藩
の
廃
絶
・
再
興
に
関
わ
る
一
件
記
録
）
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
。
享
保
十
一
年
四
月
に
は
右
筆
役

と
な
り
手
廻
組
に
編
入
さ
れ
る
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
八
月
に
三
七
才
で
家
督
を
継
ぐ
。

　

平
三
は
家
督
相
続
ま
で
の
間
、
た
び
た
び
連
歌
の
連
衆
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
享
保
十
二
年
二
月
、「
二
ノ
丸
天
神
御
連
歌
之
連
衆
」

と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
の
を
始
ま
り
に
、
三
月
に
番
手
と
し
て
江
戸
に
登
る
と
、
た
び
た
び
諸
大
名
家
の
連
歌
の
席
へ
の
出
席
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
平
三
は
、
父
同
様
、
文
化
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
享
保
十
五

年
に
は
、
平
野
忠
兵
衛
と
と
と
も
に
当
職
所
の
文
書
整
理
を
命
じ
ら
れ
た
。
若
い
平
三
の
立
場
は
、
平
野
の
補
佐
役
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
家
督
相
続
後
の
平
三
は
、
江
戸
で
の
活
動
が
主
で
あ
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
は
江
戸
留
守
居
役
の
右
筆
、
延
享
元
年
（
一

七
四
四
）
に
は
御
留
守
御
勤
方
な
ど
を
勤
め
て
い
る
。

　

松
原
家
は
禄
高
こ
そ
高
く
な
い
が
、
藩
主
側
近
く
に
仕
え
る
こ
と
が
多
く
、
代
々
書
道
に
長
け
、
藩
主
使
用
の
書
物
な
ど
の
作
成
を
任

さ
れ
る
な
ど
書
き
手
と
し
て
重
用
さ
れ
、
文
化
・
文
芸
関
係
の
教
養
も
豊
か
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
市
右
衛
門
は
そ
の
よ
う
な
松

原
家
の
出
身
で
あ
り
、
書
道
の
腕
前
も
幼
少
よ
り
期
待
さ
れ
て
い
た
。
伯
父
、
父
、
兄
ら
の
活
躍
を
背
景
に
、
松
原
家
の
家
筋
の
者
と
し

て
、
藩
上
層
部
が
若
い
市
右
衛
門
の
能
力
―
特
に
、
書
く
、
調
べ
る
、
ま
と
め
る
と
い
っ
た
能
力
や
、
文
化
・
文
芸
の
素
養
―
に
期
待
す

る
面
は
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

柿
並
市
右
衛
門
は
、
藩
の
中
枢
役
所
で
あ
る
当
職
所
お
よ
び
上
御
用
所
の
保
存
文
書
、
さ
ら
に
は
御
宝
蔵
収
蔵
の
藩
主
家
文
書
（
御
什

書
）
を
対
象
に
、
当
時
の
文
言
で
「
撰
分
」「
取
縮
」
と
呼
ば
れ
る
業
務
を
繰
り
返
し
担
当
し
た
。
蓄
積
さ
れ
た
文
書
記
録
を
選
別
し
、

整
理
し
、
目
録
を
作
成
し
、
将
来
の
利
用
に
備
え
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
て
新
た
な
記
録
を
作
成
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
仕
事
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
仕
事
の
積
み
重
ね
、
実
績
に
よ
っ
て
、
も
と
は
大
組
下
級
の
一
藩
士
で
あ
っ
た
柿
並
は
、
七
代
藩
主
重
就
が
新
設
し
た
江
戸

御
国
大
記
録
方
の
役
人
に
も
取
り
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
藩
内
で
の
文
書
作
成
実
務
の
ト
ッ
プ
と
い
え
る
役
職
で
あ
っ
た
。
就
任
に
当
た

り
、
藩
主
重
就
か
ら
直
々
に
声
を
か
け
ら
れ
る
名
誉
に
も
預
か
っ
た（
（（
（

。
生
涯
で
禄
高
の
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
が
評

価
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
柿
並
は
誇
ら
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

キ
ャ
リ
ア
の
初
発
に
お
い
て
、
な
ぜ
彼
が
当
職
所
の
文
書
整
理
に
抜
擢
さ
れ
た
の
か
は
答
え
に
く
い
。
彼
が
松
原
家
の
出
身
で
あ
り
、

幼
少
時
か
ら
藩
主
の
期
待
を
受
け
る
高
い
資
質
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
点
を
理
由
の
ひ
と
つ
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
当
時
の
当
職
所
右
筆
役
が
柿
並
半
右
衛
門
で
あ
っ
た
点
も
目
を
ひ
く
。
同
姓
の
市
右
衛
門
家
と
半
右
衛
門
家
は
本
家
・
末
家
の
関
係

に
あ
っ
た（
市
右
衛
門
家
が
本
家
。「
譜
録
」）。
ま
っ
た
く
の
想
像
だ
が
、
当
職
所
右
筆
役
の
柿
並
半
右
衛
門
は
、
当
時
や
や
斜
陽
で
あ
っ

た
本
家
を
盛
り
立
て
る
意
味
で
、
本
家
の
有
能
な
養
子
市
右
衛
門
を
当
職
山
内
に
推
薦
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

柿
並
以
前
、
当
職
所
で
は
、
役
所
実
務
の
経
験
豊
富
な
年
配
の
役
人
に
総
括
型
記
録
の
作
成
や
文
書
整
理
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
当
職
所
役
人
と
し
て
の
実
務
経
験
の
な
い
若
い
柿
並
が
指
名
さ
れ
た
点
は
、
そ
れ
ま
で
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
当
職
所
記

録
取
縮
役
と
し
て
柿
並
が
ま
と
め
た
「
当
職
所
記
録
仕
法
」
は
、
当
職
所
で
の
新
た
な
総
括
型
記
録
の
作
成
と
文
書
記
録
の
管
理
体
制
を
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構
築
し
、
そ
れ
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
継
続
的
に
実
行
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。
当
時
の
当
職
山
内
は
、
単
な
る
経
験
則
に
基
づ

く
の
で
は
な
く
、
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
業
務
の
見
直
し
に
よ
っ
て
新
た
な
文
書
管
理
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
や
や
も
す
れ
ば
従
来
の
や
り
方
に
捉
わ
れ
が
ち
な
ベ
テ
ラ
ン
役
人
に
担
当
さ
せ
る
よ
り
も
、
ま
だ
実
務
経
験
の
少
な
い
柿
並
の

よ
う
な
若
い
人
物
を
取
り
立
て
、
自
分
の
意
見
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
検
討
さ
せ
る
方
が
好
都
合
と
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

十
八
世
紀
の
萩
藩
で
は
、
柿
並
の
よ
う
な
仕
事
を
こ
な
す
役
人
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
が
強
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
当
職
所
で
は
十

七
世
紀
末
よ
り
文
書
管
理
体
制
整
備
の
動
き
が
見
ら
れ
、
上
御
用
所
で
も
十
八
世
紀
中
期
に
は
国
元
・
江
戸
で
文
書
整
理
作
業
を
実
施
し

た
。
郡
奉
行
所
が
過
去
の
関
係
法
令
を
ま
と
め
た
「
二
十
八
冊
御
書
付
」
を
作
成
し
た
の
も
十
八
世
紀
中
期
の
こ
と
で
あ
る
。「
史
臣
」

と
も
評
さ
れ
、
修
史
事
業
、
文
化
事
業
と
い
う
捉
え
方
を
さ
れ
る
永
田
瀬
兵
衛
の
仕
事
の
多
く
︱
御
什
書
の
整
理
や
「
江
氏
家
譜
」「
新

裁
軍
記
」
の
編
纂
等
︱
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
藩
主
家
文
書
の
整
理
、
藩
主
家
に
関
わ
る
歴
史
的
情
報
の
取
り
ま
と
め
業
務
と
位
置
づ

け
得
る
。
対
象
文
書
も
作
成
物
の
性
格
も
異
な
る
が
、
残
さ
れ
た
文
書
記
録
を
選
別
整
理
し
、
目
録
を
作
成
し
、
将
来
の
利
用
に
備
え
必

要
な
情
報
を
ま
と
め
新
た
な
記
録
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
永
田
と
柿
並
は
同
じ
範
疇
の
仕
事
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

当
職
山
内
の
強
い
意
向
で
当
職
所
記
録
取
縮
役
と
い
う
役
名
が
実
現
し
た
よ
う
に
、
役
所
の
文
書
記
録
を
「
撰
分
」「
取
縮
」
す
る
仕

事
は
、
藩
と
い
う
組
織
の
中
で
必
要
な
業
務
と
し
て
認
知
さ
れ
、
そ
の
仕
事
は
役
人
の
功
績
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
く
。
た
だ
し
十
八

世
紀
段
階
で
は
、
過
去
の
文
書
記
録
を
「
取
縮
」「
撰
分
」
す
る
仕
事
は
、
ま
だ
特
別
な
事
業
、
臨
時
的
な
事
業
と
し
て
の
意
味
合
い
が

強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
十
八
世
紀
後
期
、
当
職
所
に
は
当
職
所
記
録
方
と
い
う
文
書
管
理
を
専
門
に
扱
う
役
職
が
置
か
れ
、
十
九

世
紀
に
は
か
な
り
継
続
的
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
遠
近
方
な
ど
他
の
役
所
で
も
記
録
方
を
設
置
す
る
例
が
現
れ
る
。
十
九
世
紀
へ

と
進
む
に
つ
れ
、
主
要
な
役
所
で
は
、
過
去
の
文
書
記
録
の
管
理
を
専
門
に
扱
う
役
人
を
置
く
こ
と
、
そ
れ
が
次
第
に
継
続
的
に
な
っ
て
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い
く（

（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
論
じ
て
み
た
い
。

　
　

註

（
1
）
拙
稿
「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
文
書
の
保
存
と
管
理
」（『
山
口
県

文
書
館
研
究
紀
要
』〈
以
下
『
紀
要
』
と
略
記
〉
第
23
号　

一
九
九

六
年　

拙
稿
Ａ
）、「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
文
書
整
理
と
記
録
作
成
」

（『
紀
要
』第
24
号　

一
九
九
七
年　

拙
稿
Ｂ
）、「『
当
職
所
記
録
仕
法
』

に
つ
い
て
︱
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
記
録
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
︱
」

（『
瀬
戸
内
海
地
域
史
研
究
』
第
9
輯　

二
〇
〇
二
年　

拙
稿
Ｃ
）

　
　
「
宝
暦
末
～
明
和
前
期
に
お
け
る
萩
藩
の
記
録
編
纂
事
業
に
つ
い
て

︱
江
戸
御
国
大
記
録
方
の
設
置
お
よ
び
中
山
又
八
郎
の
活
動
︱
」

（『
紀
要
』
第
34
号　

二
〇
〇
七
年　

拙
稿
Ｄ
）。

（
2
）
毛
利
家
文
庫
の
文
書
群
構
造
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
毛
利
家
文
庫
の

形
成
過
程
と
文
書
群
構
造
」（『
紀
要
』
第
37
号　

二
〇
一
〇
年
）。

（
3
）
当
職
は
一
門
お
よ
び
禄
高
一
〇
〇
〇
石
以
上
の
寄
組
士
か
ら
任
用

さ
れ
た
役
職
で
、藩
主
の
在
国
・
在
府
に
関
わ
ら
ず
常
に
国
許
に
あ
っ

て
財
政
・
民
政
を
統
括
し
た
国
許
の
最
高
職
。
当
職
所
は
当
職
と
そ

の
下
僚
（
手
元
役
・
祐
筆
役
・
筆
者
役
等
）
で
構
成
さ
れ
、
藩
主
在

国
中
は
萩
城
内
の
下
御
用
所
が
、
藩
主
在
府
中
は
当
職
の
屋
敷
が
主

た
る
執
務
場
所
に
な
っ
た
。
当
職
所
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
拙
稿

Ａ
・
Ｂ
と
「
萩
藩
に
お
け
る
文
書
管
理
と
記
録
作
成
」（
国
文
学
研

究
資
料
館
編
『
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
』　

岩
田
書
院　

二
〇

〇
八
年
）
で
検
討
し
て
お
り
以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
よ
る
。
こ
の
た

め
本
稿
で
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
典
拠
史
料
の
注
記
を
省
略
し
た
場
合

が
あ
る
。

（
4
）
当
職
所
に
限
ら
ず
多
く
の
役
所
で
は
、
業
務
で
授
受
し
た
文
書
を

種
類
別
の
記
録
（
冊
子
）
に
控
え
た
（
例
え
ば
、
法
令
・
通
知
類
は

「
御
書
付
控
」、
書
状
類
は
相
手
ご
と
に
「
江
戸
御
用
状
控
」「
屋
敷

番
状
控
」
な
ど
）。
こ
う
し
た
管
理
方
法
の
場
合
、関
連
文
書
が
別
々

の
記
録
に
控
え
ら
れ
る
た
め
、
あ
る
出
来
事
の
先
例
を
調
べ
る
際
、

多
く
の
記
録
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
不
便
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

各
記
録
か
ら
情
報
を
抽
出
し
関
連
情
報
を
ま
と
め
た
一
件
記
録
を
作

成
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
記
録
を
筆
者
は
総
括
型
記
録
と

呼
ん
で
い
る
。「
大
記
録
」
や
上
御
用
所
の
「
公
儀
事
控
」「
小
々
控
」
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の
よ
う
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
作
成
す
る
場
合
、
何
か
の
大
き
な
出
来

事
の
後
に
担
当
役
人
に
ま
と
め
さ
せ
る
場
合
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
5
）「
譜
録
」
蔵
田
孫
右
衛
門
珍
如
（
23
譜
録
く
88
・
県
庁
伝
来
旧
藩

記
録
「
譜
録
」
120
）。
毛
利
家
文
庫
の
「
譜
録
」
で
は
、「
記
録
方
」

と
い
う
文
字
の
上
に
「
手
元
用
人
」
と
記
さ
れ
た
黄
紙
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
蔵
田
家
か
ら
の
譜
録
提
出
後
、
藩
が
修
正

の
意
味
で
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
り
、「
記
録
方
」
と
い
う
名
称
は

正
式
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
検
討

は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
す
べ
て
毛
利
家
文
庫
に
よ
る
。

（
6
）
蔵
田
家
「
譜
録
」、「
考
績
抄
御
賞
美
先
例
」
十
七
（
22
諸
臣
179
）。

（
7
）「
譜
録
」
横
山
新
之
允
藤
賢
（
23
譜
録
よ
７
）、「
考
績
抄
御
賞
美

先
例
」
十
七
（
22
諸
臣
179
）。

（
8
）
手
元
役
は
当
職
、
当
役
、
留
守
居
役
な
ど
重
職
に
付
け
ら
れ
た
補

佐
役
。
当
職
手
元
役
に
つ
い
て『
増
補
訂
正
も
り
の
し
げ
り
』は
、「
当

職
ニ
属
シ
庶
務
ヲ
所
弁
ス
」
と
し
、
一
五
〇
～
二
〇
〇
石
の
大
組
士

が
就
任
し
た
と
説
明
す
る
。
た
だ
し
藩
政
前
期
に
は
そ
れ
よ
り
禄
高

の
少
な
い
藩
士
が
就
任
す
る
例
も
あ
る
。

（
9
）
55
旧
記
3
。

（
10
）「
考
績
抄
御
賞
美
先
例
」
十
七
。

（
11
）「
考
績
抄
御
賞
美
先
例
」
十
七
、
お
よ
び
宝
永
六
年
「
分
限
帳
」

（
52
給
禄
43
）

（
12
）
拙
稿
Ａ
・
Ｂ
参
照
。
な
お
、
担
当
者
は
「
譜
録
」
松
原
弾
蔵
通
徹

（
23
譜
録
ま
62
）
に
よ
り
新
た
に
判
明
し
た
。

（
１３
）
柿
並
市
右
衛
門
お
よ
び
柿
並
家
の
履
歴
は
、
特
に
注
記
し
な
い
か

ぎ
り
「
譜
録
」
柿
並
多
一
郎
正
長
（
23
譜
録
か
17
）
に
よ
る
。
な
お
、

市
右
衛
門
は
次
郎
吉
、
与
三
左
衛
門
、
市
左
衛
門
と
名
乗
り
を
替
え

る
が
本
稿
で
は
市
右
衛
門
で
統
一
し
た
。

（
14
）
譜
録
に
は
「
八
歳
ニ
而
于
時
享

保
五
年
佐
々
木
万
次
郎
門
弟
ニ
相
成
」
と

あ
る
が
、「
無
給
帳
」
で
は
柿
並
市
右
衛
門
（
当
時
は
市
左
衛
門
）

は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
当
時
二
五
才
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
時
点
で
六
才
と
な
り
譜
録
の
記
述
と
齟
齬

が
生
じ
る
。
割
書
部
分
の
誤
記
と
判
断
し
、
本
文
の
よ
う
に
享
保
七

年
（
一
七
二
二
）
の
こ
と
と
し
た
。

（
15
）「
御
意
口
上
控
」（
38
御
意
控
6
（
13
の
4
））。

（
16
）
拙
稿
Ｂ
。

（
17
）
拙
稿
Ｃ
で
「
当
職
所
記
録
仕
法
」
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
て
い
る
。
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（
18
）
9
諸
省
7
。

（
19
）
遠
用
物
近
世
後
期
1
5
6
2
。

（
20
）
永
田
瀬
兵
衛
に
関
し
て
は
、
広
田
暢
久
「
長
州
藩
史
臣
永
田
瀬
兵

衛
と
『
萩
藩
閥
閲
録
編
纂
』」（
林
陸
朗
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
近
世

国
家
の
支
配
構
造
』
所
収　

雄
山
閣
出
版　

一
九
八
六
年
）、同
「
長

州
藩
歴
史
編
纂
事
業
史
（
其
の
五
）（
其
の
六
）」（『
紀
要
』
第
13
･

14
号　

一
九
八
六
・
八
七
年
）、
拙
稿
「
萩
藩
元
文
譜
録
と
永
田
瀬

兵
衛
」（『
紀
要
』
第
36
号　

二
〇
〇
九
年
）。

（
21
）「
御
什
書
総
目
録
」（
54
目
次
41
）。

（
22
）「
御
什
書
総
目
録
」（
54
目
次
49
）。

（
23
）
当
役
は
、
藩
主
の
在
国
在
府
に
関
わ
ら
ず
常
に
藩
主
に
随
っ
て
藩

主
を
補
佐
す
る
役
職
で
、
一
門
、
一
〇
〇
〇
石
以
上
の
寄
組
士
か
ら

任
命
さ
れ
た
。

（
24
）「
御
意
口
上
控
」
38
御
意
控
9
（
34
の
3
）。

（
25
）（
26
）
拙
稿
Ｄ
。

（
27
）
拙
稿
Ｄ
で
起
請
文
全
文
を
翻
刻
し
て
い
る
。

（
28
）「
御
意
口
上
控
」（
38
御
意
控
6
（
13
の
4
））。

（
29
）『
山
口
県
地
方
史
研
究
要
覧
』（
マ
ツ
ノ
書
店　

一
九
七
六
年
）
は

「
ひ
き
の
ぞ
き　

引
除
」
に
つ
い
て
、「
引
除
所
勤
と
も
い
う
。
本
職

（
根
役
）の
身
分
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、他
の
職
の
勤
務
に
つ
く
こ
と
」

と
説
明
し
て
い
る
。

（
30
）「
考
績
抄
御
賞
美
先
例
」
初
編
八
（
22
諸
臣
179
）。

（
31
）「
追
々
下
ヨ
リ
差
出
御
用
物
目
録
」（
54
目
次
37
）。

（
32
）「
密
局
日
乗
」
十
四
（
19
日
記
18
（
129
の
15
））。

（
33
）「
追
々
下
ヨ
リ
差
出
御
用
物
目
録
」。

（
34
）「
譜
録
」
松
原
弾
蔵
通
徹
（
23
譜
録
ま
62
）。

（
35
）「
譜
録
」
柿
並
多
一
郎
正
長
。

（
36
）
そ
の
一
人
渡
辺
平
吉
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る

『
相
府
年
表
』『
当
用
諸
記
録
提
要
』
の
作
成
と
渡
辺
平
吉
」（『
田
布

施
町
郷
土
館
研
究
紀
要
』
第
八
号　

二
〇
〇
七
年
）
で
検
討
し
た
。




